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輝かしい２０１５年に向けて 

片山  博 

明けましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いします。 

今年は私たちにとってどんな一年になるのでしょうか。主な教会行事について色々と想像してみ

ましょう。 

まず、ご復活祭では何年か振りに洗礼式が行われることでしょう。しかもお一人ではなく数人が

同時に受洗されると言うのです。私たちの共同体にとって、ほんとうに大きな大きな喜びですね。

なお、今年の復活の主日は４月５日で例年より早めですので、喜びの日は早く到来します。プレゼ

ントなどは早めに手配いたしましょう。 

七夕には、子供たちが教会にたくさん来てくれるでしょうか。昨年会った子供に、また会えるで

しょうか。自分の孫（曾孫？）を待つような気がして楽しみですね。昨年の反省を踏まえてしっか

りと準備いたしましょう。昨年はお手伝いの人が少なかったようです。どうぞ、ご協力のほどお願

いします。 

サクランボ狩りは教会のレクレーションとして定着したように思います。無理のないスケジュー

ルで継続しましょう。野菜直売店に寄り新鮮な野菜を物色するのも楽しいですね。喜んで参加され

ていたヘルメス神父さんが帰米されたのが残念です。 

昨年、東室蘭教会のバザーに参加させてもらいました。今年はどうなるのでしょうか？私の希望

としては参加したいと思っています。 

苫小牧地区の信徒大会は室蘭市で行われます。会場は恐らく海星高校になるでしょう。実施要項

は 3 月のブロック会議で決めるよう申し合わせています。 

今年は多忙な一年になりそうです。皆さんのご協力をお願いします。 

 

  

 



クリスマスミサ 

12 月 24 日、18：00 より上杉神父様司式のもと、｢主の降誕｣の夜半ミサが執り行われました。 

信徒、幼稚園の先生や子供たち、お客様をお迎えし 60 名程の人数で共に喜びを分かち合いました。 

御ミサの後は婦人部の皆様を始め、沢山の方々が用意してくださったご馳走が用意され、楽しい祝

賀会が開かれました。 

神父様特製のパエリアも振舞われ、心とお腹も満たされた一夜となりました。 

用意してくださった皆様ありがとうございました。 

 

 

 

 

  

神の母聖マリア 

 

マリアを「神の母」（テオトコス）と呼ぶことに関しては古代教会で論争となりましたが、エフェソ公会議

（431 年）でマリアを「神の母」と宣言して以来、マリアへの崇敬はいっそう盛んになりました。 

  古代ローマでは１月１日に新年を祝う祭りが行われ、人々は大騒ぎをしていました。教会はキリスト

者に対して、こうした習慣に誘惑されるのではなく悔い改めを呼びかけ、６～７世紀には新年の３日間

を回心や断食の日とするように定めました。また、同じころローマでは、マリアを熱心に崇敬していたコ

ンスタンチノープルの教会の影響を受けて、１月１日に神の母マリアの記念を行うようになりました。 

  一方、ガリアやスペインの教会では、６世紀ごろから、１月１日にイエスの割礼と命名を祝ってきまし

た。これはルカ 2･21 の「八日たって割礼の日を迎えたとき、幼子はイエスと名付けられた」に基づいて

います。この祝いはその後 13～14 世紀にローマに伝わり、第２バチカン公会議以前の典礼暦では１

月１日を「主の割礼と降誕の八日目」と呼んでいました。1969 年の典礼暦の改定では、ローマ教会の

伝統に立ち返り、「神の母聖マリア」という名称とともに主の降誕の８日目としても記念し、救い主の誕

生の秘義においてマリアが果たした役割を思い起こす日と位置づけています。なお、この神の母聖マ

リアの祭日は、日本では守るべき祝日です。 

  また、ローマ・カトリック教会では１月１日を「世界平和の日」とし、世界の平和のために祈る日として

います。『カトリック教会情報ハンドブック』では次のように説明されています。「教皇パウロ六世は 1968

年１月１日、ベトナム戦争が激化するなか、平和のために特別な祈りをささげるよう呼びかけました。そ

れ以来、全世界のカトリック教会は毎年１月１日を『世界平和の日』とし、戦争や分裂、憎しみや飢餓な

どのない平和な世界が来るよう祈っています」。 

（カトリック中央協議会ＨＰより抜粋） 

 

 


